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が
確
認
で
き
、
中
心
と
な
る
の
は
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
遺

構
で
あ
る
。
居
住
域
と
、
そ
の
周
辺
に
展
開
す
る
自
然
流
路
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
自
然
流
路
か
ら
は
、
弥
生
時
代
終
末
期
―
古
墳
時
代
初
頭
の
木
製
品
も
出

土
し
、
そ
の
中
に
は
未
製
品
も
多
数
含
ま
れ
る
。

奈
良
時
代
か
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鎌
倉
時
代
の
遺
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は
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土
坑
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溝
な
ど
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が
、
分
布
は
希
薄
で
性
格
が
判
明
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
木
簡
は
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自
然
流
路
の
上
層
か
ら

一
点
出
土
し
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伴
出
資
料
は
乏
し
い
が
、
奈
良
時
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に
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す
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高
い
。
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出
土
し
た
木
簡
は
、
四
書
五
経
の
書
名
な
ど
を
墨
書
し
た
習
書
木
簡
で
あ
る
。

上
端
の
一
部
と
下
端
が
折
損
し
て
い
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
原
型
を
保
つ
。
表
面
で

い
う

「尚
」
と

「書
」
と
の
間
で
折
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
部

分
の
断
面
に
は
刃
物
の
痕
跡
が
観
察
で
き
、
キ
リ
オ
リ
に
よ
る
切
断
で
あ
つ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
裏
面
左
側
に
は
文
字
面
の
剥
離
が
観
察
で
き
る
が
、

こ
の
段
階
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
な
ど
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
、
馬
場
基
、

市
大
樹
、
吉
川
聡
の
各
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
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(デジタルカメラによる

赤外線撮影)




